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オンライン

川成先生連続講座　ハプスブルク家入門編　 参加票

第１回

第２回

第３回

第４回

参加
方法

会場

4月12日(金)14時～16時

4月26日(金)14時～16時

5月10日(金)14時～16時

生年
月日 年 　 月 　 日

※メールアドレスのご記入をお忘れなく
お願いします。

第５回

5月24日(金)14時～16時

株式会社富士国際旅行社宛（FAX:045-212-2201）

講師

川成洋(かわなり・よう)さん
法政大学名誉教授

1942年生まれ。北海道大学文学部英文科卒業。東京都立大学大

学院英文科修士課程修了。法政大学名誉教授、一橋大学社会学

博士、アジア・ウクライナ総合研究所評議員、前スペイン現代

史学会会長、書評家、武道家（合気道・居合道・杖道）。『英

国スパイ物語』（中央公論新社）などを含む２００点余りの著

訳書。

email
アドレス

2024年川成洋先生連続講座2024年川成洋先生連続講座

切り取り

使用テキスト

ハプスブルク家入門編ハプスブルク家入門編

6月7日（金)14時～16時

テキスト書籍の刊行が予定より遅
れておりますため、講座初回を4月
12日（金）とさせていただきました。
ご了承ください。なお万が一、書籍
刊行が間に合わない場合、こちら
で資料をご用意し、お送りいたしま
す。

各自書店やインターネット
よりご購入ください。
※2024年4月上旬頃刊行
予定です。

神聖ローマ帝国―ドイツの誕生と分裂神聖ローマ帝国―ドイツの誕生と分裂

ルドルフ・フォン・ハプスブルク―偉大な俗物ルドルフ・フォン・ハプスブルク―偉大な俗物

アルフレヒト１世―ハプスブルク家の暗黒の日アルフレヒト１世―ハプスブルク家の暗黒の日

ルドルフ４世と大特許状―偽書快走ルドルフ４世と大特許状―偽書快走

カール４世と金印勅書―神聖ローマ帝国の新たな礎カール４世と金印勅書―神聖ローマ帝国の新たな礎

『ハプスブルク家の歴史を
　　　　知るための60章』
川成洋編著　発行：明石書店
2,000円＋税

『ハプスブルク家の歴史を
　　　　知るための60章』
川成洋編著　発行：明石書店
2,000円＋税



〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町 1-1-7　
ヒューリックみなとみらい 11F-4（営業日：月～金曜 10：00 ～ 18：00）
TEL：045-212-2101　FAX：045-212-2201　
Mail: henshu@fits-tyo.com　　担当：金光（かなみつ）

〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町 1-1-7　
ヒューリックみなとみらい 11F-4（営業日：月～金曜 10：00 ～ 18：00）
TEL：045-212-2101　FAX：045-212-2201　
Mail: henshu@fits-tyo.com　　担当：金光（かなみつ）㈱富士国際旅行社㈱富士国際旅行社

【問合せ・申込先】【問合せ・申込先】

会場会場 (株)富士国際旅行社　会議室

富士国際旅行社富士国際旅行社

【住所】
〒231-0062神奈川県横浜市中区桜木町1-1-7
ヒューリックみなとみらい11F－４
【アクセス】
桜木町駅北改札でてすぐ（JR根岸線、横浜市営地下鉄ブルーライン）
またはみなとみらい駅徒歩10分（みなとみらい線）

【電話】 045-212-2101　【ＦＡＸ】 045-212-2201　
【メール】 henshu@fits-tyo.com

オンライン参加の方には参加用URL をメールにてお送り致します。
会場参加の方には、別途詳細アクセス地図をお送り致します。

桜木町駅桜木町駅

新型コロナウイルス対策のため、会議室にて
ご参加頂く人数は先着 10 名様とさせて頂きます。
会場は富士国際旅行社の会議室となります。

参加費 10,000円

参加方法

※オンラインでのご参加希望の方は、参
加票にemailアドレスをご記入ください。
※当日ご参加頂けない場合、録画視聴の
ためのURLをご案内いたします。

会場またはオンライン

ハプスブルク家が登場したのは１１世紀と言われている。
彼らの定住地は、現在のライン川の上流地域、具体的には、スイスのバーゼルとチュリッヒを結ぶ幹線の見晴らし
の良い丘に建っていた「ハピヒツブルク城（鷹の城）」であって、それがやがて「ハプスブルク城」と呼ばれ、これが
一族の名前の由来となった。この城の建設年度は１２２０年もしくは１２３０年との2説がある。
１１世紀ごろからハプスブルク家の一族はこの地を根城にして、おおよそ２００年かけて、十字軍の遠征で没落
した豪族や騎士階級、嗣子がいなくて相続者が絶えた豪族などを自陣に取り組み、あるいは政略結婚などで次第
に勢力を拡大させ、神聖ローマ皇帝（９６２～１８０６年）の伯爵格の小領主となった。やがて「オストマルク」、
つまり東方の辺境を意味するオーストラリア公爵領を獲得し、ついには神聖ローマ皇帝というヨーロッパの格式
において最高位ともいえる称号を獲得するに至った。
ハプスブルク家は、第１次世界大戦の終結時まで、７００年間にわたって子孫代々、脈々と君主の地位を継承し
続けてきたが、その間に、ハプスブルク家が逼塞するような時期もあった。それにしても、ヨーロッパにおいて、国
名の代わりにそれを統治している王家の名が使われているには、このハプスブルク家だけである。
私見ですが、日本の大学でハプスブルク家の歴史に関する講座はないと思う。ひとつはハプスブルク史の研究者
がいないからだろう。それにしても、これほどユニークな王家をひも解いてみるのも面白いはずです。どうか一緒
にこの「未知の国（テラ・インコグニタ）」へ出かけてみませんか。

講師から本講座について


